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［GPS］ 

 第1～6図は，GEONETによるGPS連続観測から求めた全国の水平地殻変動（2008年10月～2009年10

月の1年間及び2009年7月～2009年10月の3ヶ月）である．固定局（☆の点）は，新潟県の大潟観測

点に戻した．なお，国土地理院ではアンテナの交換や観測点周辺の障害樹木の伐採等のメンテナ

ンス作業を行っており，それらの影響が観測結果に表れるものについてはギャップを補正してい

る．こうした補正を行った観測点の変動ベクトルは白抜きの矢印で示している．これらには，特

段のばらつきもなく，補正は適切に行われていると考えられる． 

 

［GPS 1年間］ 

 第1図の最近1年間の北海道・東北地方の図で，北海道地方においては，2003年9月26日に発生し

た平成15年（2003年）十勝沖地震・2008年9月11日に発生した十勝沖の地震(M7.1)に関連する余効

変動と2009年6月5日に発生した十勝沖の地震(M6.4)に伴う地殻変動の影響が見られる．道東地方

では千島海溝沿いのプレート沈み込みによる北西向きの変動が見られる．東北地方に，2008年6

月14日に発生した平成20年(2008年)岩手・宮城内陸地震(M7.2)の余効変動が見られる． 

 第2図の日本列島中央部の図では，浅間山で2008年7月頃からの山体の膨張を示す地殻変動，富

士山周辺で2008年後半（9月頃）からの膨張性の地殻変動の影響が見られる．2009年8月11日の駿

河湾の地震（M6.5，深さ23km，最大震度6強）に伴う地殻変動の影響が見られる． 

 第3図の九州以西の図では，今回新しく報告すべき変動はない． 

 

［GPS 3ヶ月］ 

 第4～6図は3ヶ月間の変動ベクトル図である．第4図の北海道・東北日本の図では，特段の変化

は見られない． 

 第5図の日本列島中央部では，富士山周辺で2008年後半（9月頃）からの膨張性の地殻変動の影

響が見られる．2009年8月11日の駿河湾の地震（M6.5，深さ23km，最大震度6強）に伴う地殻変動

の影響が見られる． 

 第6図の九州以西の図では，特段の変化は見られない． 

 

［GPS 差の差］ 

 第7～12図は，年周やプレート運動等の定常的な変動の影響を取り去った変動の状況をみるため，

各年の同時季の水平ベクトルの２期間の差を表示した図である． 

 

［差の差 1年間］ 

 第7～9図は，2007年10月からの1年間（前の期間）の地殻変動と，2008年10月からの１年間（後

の期間）の変動の差を示している．この水平ベクトルの差の図では，前の期間に生じた地殻変動
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は，見かけ上，逆向きに表示される． 

 第7図には，2008年6月14日に発生した平成20年(2008年)岩手・宮城内陸地震(M7.2)に伴う地殻

変動の影響が見られる．雌阿寒岳の「阿寒２」観測点に，2008年10月初旬からの北北西方向の変

動が見られる． 

 第8図には，2008年7月19日の福島県沖の地震(M6.9)，2008年5月8日の茨城県沖の地震(M7.0)の

影響が見られる．浅間山で2008年7月頃から，富士山で2008年後半から膨張性の地殻変動の影響が

見られる．2009年8月11日の駿河湾の地震（M6.5，深さ23km，最大震度6強）に伴う地殻変動の影

響が見られる． 

 第9図の父島のベクトルには，2008年2～3月に発生した父島近海の地震の東向きの地殻変動の影

響が含まれる．小笠原村の硫黄島（いおうとう）では，2006年8月以降の地殻変動速度の変化の影

響が見られる． 

 

［差の差 3ヶ月］ 

 第10～12図は，2008年7月～2008年10月までの3ヶ月間の地殻変動と，2009年7月～2009年10月ま

での3ヶ月間の変動の差を示している． 

 第10図の北海道・東北地方の図には，2008年9月11日の十勝沖の地震(M7.1)に伴う地殻変動と

2008年6月14日に発生した平成20年(2008年)岩手・宮城内陸地震(M7.2)の余効変動の影響が見られ

る．2008年7月19日の福島県沖の地震(Mj6.9，地殻変動最大1cm強)に伴う地殻変動の影響が見られ

る． 

 第11図の本州中部以西・九州までの図では，2008年7月19日の福島県沖の地震(Mj6.9，地殻変動

最大1cm強)に伴う地殻変動の影響が見られる．富士山で2008年後半から膨張性の地殻変動の影響

が見られる．2009年8月11日の駿河湾の地震（M6.5，深さ23km，最大震度6強）に伴う地殻変動の

影響が見られる． 

 第12図の小笠原村の硫黄島（いおうとう）では，島内の地殻変動速度の変化の影響が見られる． 

 

［GPS 歪み変化］ 

 第13～15図は，GPSデータから推定した日本列島の最近1年間の歪み変化を見るための図である．

第13図は日本全国の歪み変化である． 

 第14図は北海道・東北および関東・中部・近畿地方の拡大図である．①北海道では2003年9月26

日の十勝沖地震，2008年9月11日の十勝沖の地震の余効変動，及び2009年6月5日の十勝沖の地震に

伴う地殻変動の影響による歪みが十勝・日高周辺地域に見られる．②伊豆諸島北部では北東－南

西方向の伸びが見られる．③2008年6月14日に発生した平成20年(2008年)岩手・宮城内陸地震の余

効変動の影響が見られる．④2008年頃から富士・箱根周辺で北北東－南南西方向の伸びが見られ

る．⑤2009年8月11日に発生した駿河湾の地震に伴う地殻変動の影響が見られる． 

 第15図は中国・四国・九州および南西諸島地方の拡大図で，顕著な歪みは見えない． 

 第16図は，1998年10月～1999年10月の地震や余効変動の影響が少ない定常時の歪み変化である．

第13図を検討する際に，比較して特徴を見分けやすくするために付けた． 
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